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和辻哲郎 「面とペルソナl 『和辻哲郎全集第17巻』 岩波書店
坂部 恵 『和辻哲郎 異文化共生の形』 岩波書店 2000年 p.


































4 和辻哲郎 「面とペルソナ」5 同箇所。6 同書 p.294。7 同箇所。8 同箇所。9 同書 p.29驚10 同書 p.291。11 同書 p.292-3.293。

















能面 尉 (東京国立博物館蔵)17 図2 能面 姥 (東京国立博物館蔵)お
12 和辻哲郎 「面とペルソナ」 『和辻哲郎全集第17巻』 岩波書店 1963年 p.29213 同書 p.291-p.292。14 同書 p.292。15 同箇所。16 同箇所。
|: 喬馨所F  『
































和辻哲郎 「面とベルソナ」 『 和辻哲郎全集第 17老鋤 岩波書店 1963年 p.292。

































和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p、19究









































































































































































































和辻哲郎 「能面の様式」 『和辻哲郎全集第17巻』 岩波書店 1963年 p、"aアリストテレー ス 『動物誌 (下)』 岩波書店 1999年 p.73。












































































































ス,フー コー ,バル ト,ラカンを「構造主義の四銃士」48としてぃる。同様に内田も,後

























内田 樹 陣 ながら学べる構造主義』































出口顧 『ほんとうの構造主義 言語・権力・主体』 NHK出版 2K113年 p,4。
同書  p. 23。




























































小田 亮 『レヴィ=ストロー ス入Fl』 筑摩書房 2000年 p、45。























































桜井哲夫 『現代思想の冒険者たちSelectフーコー 知と権力』 講談社 2003年




























































































































貫 成人 『 フー コー
ミシェル=フニコー
主体という夢 :生と権力』 青灯社 2007年 p.51-p.名


























































ミシェル=フー コー  『言葉と物一人文科学の考古学―』 新潮社 1974年 p.161。























































































































和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p. 6:
同箇所。
同書 p.19。
熊野純彦 「解説3」和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年p.397。[]は筆者による。




































和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.25。
同書 p.26。
同箇所。




























































































































です。すなわち デカル ト的な意味での (主0,そこからすべてが生まれてくるよう
な根源的な点としての (主体〉から出発してはならない,ということでした35。



































ミシェル・フー コー  「主体と権力」『ミシェル・フー コー 思考集成Ⅸ』 筑摩書房 2000年 p.15。
ミシェル・フー コー  「哲学の舞台」『ミシェル・フー コー 思考集成Ⅶ』 筑摩書房 2000年 p.178-p.179。








































『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.34。
81。
76。
『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.65。

























































































































































新村出 編 『広辞苑第五版』 岩波書店 1998年 p.872。
ミシェル=フー コー  酔性の歴史I 知への意志』 新潮社 1986年 p.H%´
ミシェル=フー コー  「自由な主体としての自己への配曲『ミシェル・アー コー 思考集成X』 筑摩書房 2∞0年 p.233。
ミシェル=フー コー  「権力の目」『ミシェル・フー コー 思考集成Ⅵ』筑摩書房 2000年 p.269。
































































アダム=スミス 『諸国民の富I』 岩波書店 1969年 p.67L
ミシェル=フー コー  『性の歴史I 知への意志』 新潮社 1986年 p.123。
































ミシェル=フー ヨー  『わたしは花火師です フー コ‐は語る』 2008年筑摩書房 p.45-p.46。
ミシェル=フー コー  「主体と権力」『ミシェル・フー コニ思考集成Ⅸ』筑摩書房 2000年 p.15。


























































和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.123。ニー チェ 『ツァラトストラはこう言つた (上)』 岩波書店 1967年 p.13。


































































内口 樹 『寝ながら学べる構造主義』 文藝春秋 2002年 p.72-p.73。
鈴木大拙 『東洋的見方』 岩波書店 1997年 p.1名
ロランバルト 『文学の記号学』 みすず書房 1981年 p.17。
ミシェル=フー コー  「自由な主体としての自己への醐艶『ミシェル・フー コー 思毒勧凛』雛 書房 2000年p.23&


































40 和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.78。






























































































59 ミシェル=フー コー  『言葉と物一人文科学の考古学―』 新n41L 1974年 p.37。




































































ミシェル=フー コー  『言葉と物一人文科学の考古学―』 新潮社 1974年 p.28-p.29。




































和辻哲郎 『倫理学 (…)』 岩波書店
和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』









































































































































































































和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.364。
同箇所。
同箇所。



























































































湯浅泰雄 『和辻欅 回 筑摩書房 1995年 p.1蜆


























































































































ロラン=バルト ξ議 の帝国』 筑摩書房 1996年 p.228。



























16 和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.35。17 ロラン=バルト 『表徴の帝国』 筑摩書房 1996年 p.130。18 同書 p.131。19 同箇所。20 同書 p,132。

































:: 嵩薔嘉「  『





































































和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.246。



































和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店
1自 長明 「方丈記」 三木紀人 校注
和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店
同書 p.361-p.362。
和辻哲郎 『倫理学 (二)』 岩波書店
同箇所。
20074F  p.277。


































































































48 和辻哲郎 『風土一人間学的考察―』 岩波書店 2009年 p.15。
1 鷲警哲T.23[1理学
に1)』 岩波許ヽ  2007年 p.233。
1留暮霧6『嗣 学 ←)』 駆 請
2007年o郎。































56 和辻は,『人間の学としての倫理学』,『風土』ダ『倫理学 (一)』では 〈調 と表記し,『倫理学 (二)』
以降では 〈言語〉と表記している。いずれかの著書でも,(言場 と 〈言語)が併記されることはない。
(言葉)と〈言語〉を意識的に使い分けてはいないと考えられる。また広辞苑には,言葉とは「ある意
味を表すために,日で言つたり字に書いたりすること。語。言語。」(新村出編『広辞苑第五版』岩波書































































































































形を作る。そして,互いに 〈この形は何かいいか とか,(この形は何かイマイチだか と
いつたやりとりがなされる。そのことを通して,無自党的ではあるが,「人々を感動せしめ
る」要素を見いだしていく。その要素を含んだ形が,「理想的な形」として共同性をもつ。



































































和辻哲郎 『倫理学 (―)』 『































































和辻哲郎 『倫理学 (二)』 岩波書店


























































あ誘′瀧聘楊 どみ罪疑よ″畠譴蹴 ち鰐轟ヒ   彙ξ漁こ易ζたよ)と言つた。筆者が,〈緑じゃなくて青だよ)と言うと,娘は〈青じゃなくて緑だよ〉と言つた。確かに,英語では青信号のことを缶een utttと暮れ指惜L砕纂盆じ唇争纂摯具身=は、雪響%他にも,正確には緑なのに,(青リン⇒ ,(青汁),ぐと茂る〉などの言葉を用いている。これは, 日本語にまだ緑と青の区別がなく,緑を青と表していた頃の名残である。




































和辻哲郎 『風土一人間学的考察』 岩波書店 2009年 p.75。
難波江和英 内田樹 『現代思想のパフォー マンス』 光文社 2004年 p.36。


































98 クロ_ドニレヴィストユー ス  『野生の思考』 みすず書房 1976年 p.1-p、3。99 同書 p.3。100和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.65。




















































































































































たとえば,太郎さんが拓郎さんに (AK B48はAK B48だよね (である))と言つたと
する。その場合,太郎さんと拓郎さんが「電車の乗合客のごとき一時的な間柄」lЮでない
ことが分かる。なぜなら,電車の乗合客のような見ず知らずの人に突然 〈AK B48はAK
B48だよね (である)〉 と言われるような状況は, 日常生活において一般的には起こり難















らえ方であ る。つま り,(AK B48はAK B48だか らしよ うがない)とい う意味である。
も う一つは,「さすがに学生は学生だけのことはある,他のもの と有 り方 を異に している」





























 『神話作用』 現代思潮新社 1967年 p.8λ






























































岩波書店  2007年  p. 65。































学 ← )』 岩波書店 2007年p・乳
122 同箇所。

















































































































































































141ロラン=ノウント 『表徴の帝嘲  筑摩書房 1996年 p。1銭142同箇所。

















































































































宇都官芳明 ι鯉 学入再』 放送大学教育振興会 1997年 p.175-p.177。
和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.181。

























































































長尾雅人 『世界の名著2大乗仏教』 中央公論社 1967年 p。36。
同箇所。






























17 鈴木大拙 『東洋的な見方』 岩波書店18 同箇所。19 和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店
舞国語F4"。
1997年 p, 71-p、 7ム
2007年 p.140。
:: 暑尋のL碁驚 からは,「要素と要素間の関係とからなる全体であつて,この関係は,一連の変形過程





























ヘーゲル 山本信 訳「精神現象学序論」岩崎武雄『世界の名著35 ヘーゲノ嘲1967年中央公論p。9Q































































































してはいない。             |







































































































36 和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p:49-p.50。37 和辻のいう倫理とは,人と人とのかかわり合いにょって形成される「人間共同態の存在根抵たる秩序
あるいは道」のことである。「秩序あるいは道」は,人と人とのかかわり合いによつて絶え間なく変化す
るものである (詳細は,本論文の結論第5節)。 よつて,本文中の「倫理が実現されている」ということ


























小浜逸郎 『日本の七大思想家』 幻冬舎 2012年 p.367。
嶺 秀樹 『ハイデッガー と日本の哲学』 ミネルヴァ書房 2o02年 p.80。































42 和辻哲郎43 鈴木大拙44 和辻哲郎45 同箇所。46 和辻哲郎47 和辻哲郎48 同箇所。
『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.127。
『東洋的な見方』 岩波書店 1997年 p:71-p.72。
『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.26。



























和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.138。
ジャック=ラカン 『精神分析の四基本概念』 岩波書店 2000年 p.186。
同書 p.251。

































































































































1 和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.105。






























































































12 ミシェル=フー コー  『わたしは花火師です フー コー は語る』 2008年 筑摩書房 p.45-p.“。






















































































































和辻哲郎 『風土一人間学的考察』 岩波書店 2o09年 p.
和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年















































































































中、逃げ込むのだ」44と述べている。たとえば,太郎さんの (AK B48はA K B48だよね
(である))という言い現しは,太郎さん自身がAK B48のことをどのように思つている
のかが表明されていない。そのため,太郎さんと拓郎さんがどのような「間柄」であるか

















和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年 p.20亀ロラン=バルト 陣話作用』「 現代思潮新社 19671年・p.8ム
同書 p.202。
同書 p.82。

























































































































勝部真長 『和辻倫理学ノー ト』東京書籍 1979年 p。11。
小牧 治 『人と思想 和辻哲郎』 清水書院 1986年 p.14λ
小浜逸郎 『日本の七大思想家』 幻冬舎 2012年 p.351。
































67 ハィデガ_ 熊野純彦 訳 『存在と時間 (二)』 岩波書店
1990年 p. 12-p. 1&
20134「  p.430。
2013今ユ p.161。











































『存在と時間(一)』 岩波書店 2013年 p.24。
岩波書店 2013年 p.319。


























82 後藤嘉也 『哲学書概説シリー ズXIハイデガ 『ー存在と時間』』 晃洋書房 2011年 p.58。83 日中智史 『教育思想のフー コー  教育を支える関係性』 勁草出版 2009年 p.215。84 同書 p.216。85 ハィデガ_ 熊野純彦 訳 『存在と時間 (三)』 岩波書店 2013年 p.251。86  同書  p.252。













































?0 和辻哲郎 「原始仏教の実践哲詢91 湯浅泰雄 『和辻哲郎』 筑摩書房92 小浜逸郎 『日本の七大思想刹93 中村 元 「和辻学の未来的意義」94 ロラン=バルト 『表徴の帝国』95 同箇所。96 サルトル 「嘔吐」 『サルトル』
『和辻哲郎全集第5巻』 岩波書店 1962年 p.175。
1995年 p.12鑓
幻冬舎 2012年 p.369。






























ソシュー ル 『一般言語学講義』 岩波書店 1940年 p.14Q
鈴木大拙 『東洋的な見方』 岩波書店 1997・年 p.71-p.72:















































説―死者が許され、 L=工降ナック鯨糊 谷亀利―訳離 搬 は何かそのイデオロ社 川 畑 年平蹴 岬 。
104同箇所:
1051司甚卜 p.346。























































































































































































































132和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年 p.“。133同書 p.20。
… 155 -






























『倫理学 (二)』 岩波書店 2007年
『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年


































































































































和辻哲郎 『人間の学としての倫理学』 岩波書店 2007年
和辻哲郎 『倫理学 (一)』 岩波書店 2007年和辻哲郎 『倫理学 (二)』 岩波書店 2007年
和辻哲郎 『倫理学 (三)』 岩波書店 2007年
和辻哲郎 『倫理学 (四)』 岩波書店 2007年
和辻哲郎 『風土一人間学的考察―』 岩波書店 2009年
和辻哲郎 『古寺巡礼』 岩波書店 1979年
和辻哲郎 「ニイチェ研究」 勝口辻哲郎全集第1巻』 岩波書店 1961年
和翻    [続日本精神史研究」 『和辻哲郎全集第4巻』 岩波書店
和辻哲郎 「原始仏教の実践哲学」 『和辻哲郎全集第5巻』 岩波書店 1962年
和辻哲郎 「面とペノンソナ」 『和辻哲郎全集第17巻』 岩波書店 1970年
和辻哲郎 「能面の様式」 『和辻哲郎全集第17鐘』: 岩波書店 1970年
和辻哲郎 「自叙伝の試み」 『和辻哲郎全集第18巻』 岩波書店 1970年
和辻に関する著作,論文
飯嶋裕治 F和辻哲郎の解釈学的行為論に見る「個人」的存在の可能性 ―資格と徳を手がかりに一」 『思想』岩波書店 2012年
生松敬三 「開拓者としての和辻哲郎。三木清」 飯嶋宗亨 『実存思想め歴史』 理想社 1967年
宇都宮芳明 『 倫理学入F]』 放送大学教育振興会 1997年梅原 猛 F解説」 梅原猛 編 『近代日本思想体系25和辻哲郎集』 筑摩書房 1974年
勝部真長 『和辻倫理学ノー ト』 東京書籍 1979年
熊野純彦 『和辻哲郎 文人哲学者の軌跡』 岩波新書 2009年
小浜逸郎 『目本の七大思想家』 幻冬舎 2012年
小牧 治 『人と思想 和辻哲郎』 清水書院 1986年
子安宣邦 『和辻倫理学を読む もう一つの近代の超克』 青土社 2010年
酒井直樹 『 FI本思想という1問題 翻訳と主体』 岩波書店 2007年坂部 恵 『和辻哲郎 異文化共生の形』 岩波書店 2000年
中村 元 「和辻学の未来的意義」 湯浅泰雄 『人と思想○和辻哲郎』 三一書房 1973年
牧野英二 『和辻哲郎の書き込みを見よ 和辻倫理学の今日的意義』 法政大学出版局 2010年
嶺 秀樹 レ イヽデッガー と日本の哲判  ミネルヴァ書房 2002年
官川敬之 『和辻哲郎 一人格から問柄へ』 講談社 2008年
山田 洸 『和辻哲郎論』 花伝社 1987年
湯浅泰雄 『和辻哲郎』 筑摩書房 1995年
和辻 照 『和辻哲郎とともに』 新潮社 1966年
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